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TEAM JLOC
88 号車　マネパ     ランボルギーニ　 織戸 学／青木 孝行
87号車　ラ・セーヌ ランボルギーニ 吉本 大樹／山内 英輝
86号車　クリスタルクロコ ランボルギーニ  山西 康司／細川 慎弥

公式予選
日付：2013年 9月 7日 ( 土 )
天候：曇り
予選結果：88号車 15 位、87号車 19 位、86号車 14 位
観客動員数 : 19,500 人

3台ともQ2進出ならず厳しい予選結果に

前回の富士でも表彰台獲得と期待を持って始まったスーパーGT第六戦富士スピード
ウェイ。終盤戦レースの始まりは曇りで涼しいコンディションから始まりました。

そんな期待とは裏腹に、前回富士と異なりトップスピードの伸びが足りない。また、
JAF-GT 勢に加え、今回ターボ車のGT-R 勢も上位を締めるなどの影響で、相対的に
JLOCとっては 3台がQ1敗退と厳しい予選結果となりました。

88号車 エンジニア牧野成伸 コメント
公式練習で 16位と伸びず、他車に比べて最高速が伸びない 88号車は苦戦が強いられ、
ストレートの長い富士での厳しい状況になりました。Q1突破を目指して、セッティン
グ変更して、青木選手でアタック。アタック 3周目でベスト 40秒 52ポジション 15
位を記録、4周目もアタックし続けたが、タイム上がらず、予選 15位。Q2進出を逃
しました。

88号車 青木孝行 コメント
車のバランスは良く、まずまずのアタックでしたが、ストレートスピードが伸び悩み
厳しい予選となってしまいました。　
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87号車 エンジニア市川吉正 コメント
スタートドライバーは山内選手。ここ２戦、予選が出来ずにいたため予選での気合い
は高い。車両のバランスは午前の練習走行で確認し、悪くないとの事。Q1予選時の路
面温度が思ったより上がらず、タイムが伸びずに 19位でフィニッシュ。Q2への進出
は叶いませんでした。

87号車 吉本大樹 コメント
朝のフリー走行でマシントラブルにより 1時間以上走行時間を失った事で、セットアッ
プに十分な時間を費やすことができませんでした。それと、持ち込みのタイヤのコン
パウンドが固すぎた事もあり、山内選手が渾身のアタックをしてくれましたが、19番
手と下位に沈んでしまうとても残念な予選となってしまいました。

87号車 山内英輝 コメント
練習約 1時間走行できず、タイヤの確認だけを行いマシンのセットアップをすること
ができませんでした。状況的に厳しく、うまくスリップも使いタイムアップを試みた
のですが、振るわず結果 19位で終えました。

86号車 エンジニア平井成治 コメント
朝の練習走行では車のバランスは悪く無く、予選に向けてセッティング変更を行いま
したが、ニュータイヤでのアンダーステアが消えませんでした。トラフィックもあり、
結局僅かの差でQ2進出出来ませんでした。

86号車 山西康司 コメント
前の 1000kmでバーストしているので、タイヤを気にしながらのスタートでしたが、
タイヤに問題は無くてホッとしました。残念ながら 1000分の 1杪差でQ1敗退とな
りましたが、ニュータイヤでアンダーが強くでていましたから原因ははっきりしてい
ました。
また、86号車のストレートスピードがチームの 2台に比べて 7km/h 程遅いので、決
勝に向けて作戦をねる必要があります。

86号車 細川慎弥 コメント
前回の鈴鹿でマシンに対しての手応えを感じられたので、攻める事を意識してサーキッ
ト入りしました。走り出してみるとバランスもよく手応えはありましたが、JAF-GT 勢
も速く残念ながらQ1で予選が終了しました。
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決勝レース
日付：2013年 9月 8日 ( 日 )
天候：雨のち曇り
決勝結果：88号車 リタイア、87号車 20 位、86号車 3 位
観客動員数 : 32,800 人

降雨、SCなど荒れたレースの中、86号車が予選14位から3位表彰台獲得

日曜日早朝は豪雨に見舞われるなど、ウェットコンディションでのフリー走行となり
ました。決勝レースにおいても不安定な天気が予想されます。

レースを見据えたフリー走行では昨日と状況が一転、3台とも好タイムを記録してい
た為、希望をもちつつ決勝レースをむかえました。予想通りに、86号車、87号車は
順調にポジションアップ。レインよりのセットアップの 88号車はやや苦戦、87号車
はその後スローパンクチャーなどの不運もありました。

レースも三分の一を経過した頃、GT500のクラッシュによりSCが出動、ピットオー
プンのタイミングに合わせて 86号車がピットイン、ポジションを上げました。レース
中盤などに小雨が降る中、トラプル無く戦略も成功した 86号車が前回富士に続き 3
位表彰台を獲得。87号車は序盤のトラブルが響き 20位、88号車はGT500に追突さ
れた事が原因でリタイアとなりました。

88号車 エンジニア牧野成伸 コメント
88 号車（13年モデル）のベスト富士セッティングを目指してセット変更。また、決
勝天気が小雨予報なのも考慮して、雨よりのセッティング方向にしてグリットに着き
ました。
スタートドライバーは織戸選手、スタートから順位を守っていましたが、雨よりのセッ
ティングがドライに合わず、また、最高速も他車に負け苦しいドライブが続きました。
SC後のピットオープンにて最少ラップで青木選手に交代、タイヤ交換、給油でピット
アウト。33周目セクター３の走行中「当てられた！」の無線、「アライメント狂っている」
のコメントで緊急ピットイン、ピットロードを大きくカニ走りしていたので、ピット
内での修理を試みたが破損が多くリタイアとなりました。
原因は、青木選手には落ち度は無く、相手のブレーキミスによるものだった。そして、
課題として富士でのベスト車両セッティング模索が責務となりました。

88号車 青木孝行 コメント
厳しいレース展開となりました。やはりストレートスピードのハンデは拭えず、さら
に中盤、ブレーキをロックさせてしまった後続車両に追突されてレースを終える結果
になってしまいました。とても悔しい。
次戦のオートポリスは富士と同じく標高が高くターボ勢が有利ですが、2013年仕様ガ
ヤルドが得意とするコーナーリングサーキット、勝機はあります！！
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87号車 エンジニア市川吉正 コメント
朝のフリー走行は燃料満タンで走行、まずまずの順位とタイムでラップ出来るとの事。
スタートドライバーは山内選手、ラップを重ねることに順位を上げ一時 12位で走行。
良い感じでラップするも、19周目に左フロントのトラブルによりピットイン。周回遅
れになるもタイヤ 4本を交換しコースに戻りました。
30周目には吉本選手に交代しピットアウト、ラップタイムは悪くなくイレギュラーの
ピットインが悔やまれるレースでした。

87号車 吉本大樹 コメント
朝のウォームアップの限られた時間の中でセットアップを行い、決勝は山内選手がス
タートを担当しました。
早々に 12番手までポジションを上げてくれましたが、タイヤトラブルに見舞われ余儀
なく緊急ピットイン、勝負権を失いました。メカニックの頑張りでメカニカルトラブ
ルもなく進められたレースはタイヤトラブルが発生するまでのペースや、その後のペー
スを考えると表彰台も狙える位のパフォーマンスまでセットアップも進められていた
ので、この無念さを伝えるのも困難な程です。
しかし、下ばかり向いてはいられないので次こそは我々のもつ本来の力を証明できる
レースにしたいと思います。

87号車 山内英輝 コメント
決勝スタートを担当しました。スタート直後 12位までポジションを上げたのですが、
19周目の 100Rで左フロントがバースト。ここでピットに入り、タイヤ交換を行い再
スタートしたのですが、周回遅れなり、勝負権は無くなってしまいました。
その後ペースも悪くなく、吉本選手も周回遅れではありますが、3.4 位の争いのペース
に付いていける速さがあっただけに悔しい結果となりました。この数戦歯車が噛み合
わず悔しい結果が続いています。
まずは練習からトラブルなく、レースに集中できる環境を作れるようにドライバーも、
しっかり話をしていきたいと思います。次戦も引き続き、応援よろしくお願いします。
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86号車 エンジニア平井成治 コメント
車の状態は悪くないのですが、現状では大幅に速くなる要素が無いので、バランスは
そのままの状態をキープしつつ大幅なセッティング変更を行い、フリー走行で確認、
レースに挑みました。
スタート後、山西選手も 9位まで順調に追い上げ、ポイント圏内での走行中にアクシ
デントのためSCが導入され、迷わずピットインし細川選手に交代。その後も順調に
ポジションを上げて行き、終盤後続車に追い上げられたものの危なげなく抑えきり、
３位でフィニッシュしました。

86号車 山西康司 コメント
14 番手スタートで逆に吹っ切れ、決勝朝のフリーでは良いセットを確認出来ました。
菅生の逆で、9位まで順位を上げた所で、良いタイミングでピットイン、作業も早く
運も味方しました。細川の速さとチームの作戦に感謝します！

86号車 細川慎弥 コメント
今まで決勝ペースがあまり良くなかったので、今回は決勝に向けてのセッティングを
大幅に変更しました。朝のフリー走行で確認したらバランスの良さも感じました。
レースは雨絡みで難しいコンディションでしたが落ち着いて走り切ることが出来まし
た。鈴鹿でマシンが壊れた状態から懸命に修復してくれたメカニック達の為にも今回
は絶対に結果を出さなくてはいけないレースだと感じていたので、ここで結果を出せ
たのは残りのレースに向けて良かったと思います。
残りのレース、全開でいきます！
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監督 コメント
雨、曇り、そして薄明かりがさすでしょう。
けっして天気予報ではない、そんな我々の富士第６戦だった。

フリー走行・予選、気合とは反して全車タイムが出ない！なぜだ？
何とか決勝レースが雨にならないか！？ 

そんな気持ちを朝のフリー走行が証明してくれた。
ガス満タン状態の中、余裕で全車トップ１０以内にいる。

しかし決勝は我々の期待に答えてくれずドライスタート。
結果は、ドライバー、チームスタッフ、良く戦ってくれたと思います。

特に 86号車の細川選手！クールスーツが効かない後半しんどかったと思います。
だけど、おめでとう。良く頑張った。そして 86号車すべての皆さん有難う。

早かった 87号車はスローパンクで勝負件なし。大変悔やまれる。
88号車は富士が苦手。しかしGT500にぶつけられては、紳士、青木選手の本気怒り
を見ました。残念！

しかしチームは、夢は捨てないし、あきらめない。
次回もチャンス有りです。頑張ります。
スポンサー様、応援団の皆様、ご支援宜しくお願い申し上げます。

6 / 7



7 / 7

PHOTOS

Copyright(C) Team JLOC. All Rights Reserved. This press release is supported by Intercast corporation




